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木 造 建 築

　 ATA ハイブリッド構法＆無垢材による大空間

全自動加工ラインで今年度12棟を計画
㈱坂詰製材所 / 県産材利用促進センター（新潟県阿賀野市）

　

新
潟
県
阿
賀
野
市
に
本
社
・
工
場
を

置
き
、
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
等
を
行
っ

て
い
る
㈱
坂
詰
製
材
所
は
、
阿
賀
野
市

の
会
場
及
び
坂
詰
製
材
所
の
第
４
工
場

に
お
い
て
「
木
造
・
中
大
規
模
建
築
完

成
見
学
会
＆
セ
ミ
ナ
ー
」
を
４
月
５
日

（金）
に
開
催
。
地
元
の
取
引
先
の
設
計
事

務
所
、
建
設
会
社
、
森
林
組
合
関
係
者

の
ほ
か
、
プ
レ
カ
ッ
ト
業
者
や
官
公
庁

の
関
係
者
な
ど
、
北
は
青
森
県
、
西
は

兵
庫
県
か
ら
約
50
名
が
集
ま
っ
た
。

　

㈱
坂
詰
製
材
所
は
、
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
（
富

山
県
滑
川
市
）
が
開
発
し
、
全
国
に
提

供
し
て
い
る
「
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

構
法
」
の
提
携
工
場
の
一
つ
で
、
オ
ー

ル
無
垢
材
に
よ
る
ス
パ
ン
（
柱
間
距

離
）
約
15
ｍ
の
自
社
商
品
倉
庫
「
県
産

材
利
用
促
進
セ
ン
タ
ー
」
を
坂
詰
製
材

所
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
敷
地
内
に
建
築

（
写
真
）。
一
般
的
に
は
集
成
材
を
使
わ

な
い
と
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

中
大
規
模
木
造
建
築
に
お
け
る
大
空
間

の
構
造
と
し
て
は
画
期
的
な
取
り
組
み

で
、
木
造
建
築
の
業
界
の
み
な
ら
ず
林

業
、
行
政
分
野
で
も
広
く
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

㈱
坂
詰
製
材
所
代
表
取
締
役
の
坂
詰

一
年
氏
と
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
代
表
取
締
役
の
大

倉
義
憲
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
講
演
に
よ
る

と
、
坂
詰
製
材
所
は
２
０
１
６
年
12
月

完成した「県産材利用促進センター」　オール県産無垢材スパン約 15 ｍ、積雪 130㎝に対応
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27
日
に
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
を
訪
問
。
１
月
5
日

に
ス
ピ
ー
ド
契
約
。
最
初
ス
パ
ン
６
ｍ

×
６
ｍ
の
倉
庫
を
作
り
、
次
に
ス
パ
ン

11
ｍ
×
11
ｍ
の
倉
庫
を
建
設
（
本
誌
17

年
5
月
号
参
照
）。
こ
れ
を
元
に
提
案

し
て
回
っ
た
結
果
、
ス
パ
ン
11
ｍ
×
11

ｍ
の
車
庫
棟
を
受
注
。
県
産
材
利
用
の

補
助
金
の
申
請
を
出
し
、
２
年
目
に

１
０
０
０
万
円
の
採
択
を
受
け
て
、
こ

の
た
び
の
県
産
材
利
用
促
進
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
至
っ
た
。
設
計
に
あ
た
っ
て

は
、
公
共
建
築
の
設
計
を
数
多
く
手
が

け
て
い
る
㈱
建こ

ん

構
造
研
究
所
（
新
潟
県

新
潟
市
）
が
構
造
設
計
を
行
っ
た
。

　　

建
設
コ
ス
ト
を
公
開

　
「
県
産
材
利
用
促
進
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
主
な
仕
様
と
建
設
コ
ス
ト
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
高
さ

６
・
74
ｍ
、
床
面
積
４
２
３
・
98
㎡

（
１
２
８
・
25
坪
）、Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ト
ラ
ス
張
弦
梁
タ
イ
プ
１
８
２
０
㎜

ピ
ッ
チ
16
フ
レ
ー
ム
、
梁
間
ス
パ
ン

14
・
56
ｍ
、
建
物
奥
行
29
・
12
ｍ
、
積

雪
１
３
０
㎝
対
応
、
構
造
材
は
モ
ル

ダ
ー
で
強
度
測
定
さ
れ
た
１
２
０
㎜
×

３
９
０
㎜
×
６
０
０
０
㎜
の
新
潟
県

産
杉
材
（
Ｅ-
70
相
当
）、
屋
根
合
板

24
㎜
厚
、
木
材
の
材
積
は
約
86
・
48

・「森林事業から木造非住宅経営戦略」について
　㈱坂詰製材所　代表取締役　坂詰一年
・「県産材利用促進センターの構造設計」について
　㈱建構造研究所　代表取締役　梶井照仁
・「ＡＴＡハイブリッドトラス構法について」
　㈱ＡＴＡ代表取締役　大倉義憲
・「多雪地域でのＡＴＡハイブリッドトラスの可能性」について
　建築計画工房　一級建築士事務所　代表　佐藤孝司
・「トラス自動加工システム開発とＪＡＳ認定材の活用」について
　㈱坂詰製材所　専務取締役　桐生透
・「非住宅建築のＪＡＳ規格材等の支援事業」について
　新潟県木材組合連合会　専務理事　二野宮雅宏

セミナープログラム

　　県産材利用促進センターの外観妻面と中間部に耐力壁を設置　火打ち梁も配置

　全国初のＡＴＡハイブリッド構法 全自動プレカット加工ラインによって断面欠損の極めて少ない接合部を実現

㎥
。
構
造
計
算
は
許
容
応
力
度
計
算

（
ル
ー
ト
１
）、
直
接
基
礎
（
布
基
礎
）

１
２
０
０
㎜
×
１
８
０
㎜
、
基
礎
梁

１
５
０
㎜
×
９
５
０
㎜
、
妻
面
と
中
間

部
の
壁
に
構
造
用
合
板
（
壁
倍
率
２
・

５
倍
、
５
倍
）、
木
材
の
座
屈
防
止
と

し
て
火
打
ち
梁
を
設
置
。
と
び
31
人
、

大
工
91
人
の
合
計
１
２
２
人
工
。
建
設

コ
ス
ト
は
坪
29
万
円
。
諸
経
費
含
め
て

３
７
０
０
万
円
、
う
ち
プ
レ
カ
ッ
ト
代

２
８
０
万
円
、
木
材
代
７
０
０
万
円
、

金
物
代
５
５
６
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　

坂
詰
一
年
氏
は
、「
木
造
建
築
が
集
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木 造 建 築

㈱坂詰製材所　坂詰 一年　代表取締役  会長㈱新潟県阿賀野市のセミナーに全国から 50 名が参加

高品質の乾燥技術を駆使した造作材とプレカット材 　　　　　コメリ秩父黒谷店の躯体を２週間でプレカット

　ATA ハイブリッド構法の全自動プレカット加工システム
   を全国で初めて導入

ツインバンド製材機とプレカット複合ラインを新設

成
材
だ
け
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
我
々

の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
は
無

垢
材
で
作
り
た
い
。
無
垢
材
を
使
っ
た
非

住
宅
の
木
造
建
築
を
絶
対
に
伸
ば
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
そ
う

し
た
声
に
も
共
感
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

今
年
２
月
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
手
の

コ
メ
リ
埼
玉
県
秩
父
黒
谷
店
（
ス
パ
ン
24

ｍ
×
奥
行
50
ｍ
）の
プ
レ
カ
ッ
ト
を
実
施
。

続
い
て
福
島
県
い
わ
き
市
、
７
月
に
は
甲

府
市
で
の
上
棟
が
決
ま
り
、
今
年
度
目
標

と
し
て
12
棟
を
計
画
し
て
い
る
。

　
全
自
動
プ
レ
カ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

坂
詰
製
材
所
は
、
新
潟
県
初
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
定
工
場
（
平
成
30
年
10
月
5
日
取
得
）。

構
造
材
に
よ
る
機
械
等
級
区
分
Ｊ
Ａ
Ｓ
認

定
材
の
認
定
を
取
得
し
て
い
る
。
蒸
気
式

木
材
乾
燥
機
７
台
、
赤
松
等
の
無
垢
材
乾

燥
に
用
い
る
高
温
乾
式
乾
燥
機
３
台
。
10

日
ほ
ど
か
け
て
乾
燥
し
、
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
マ
シ
ン
に
よ
る
含
水
率
測
定
を
行
い
、

高
温
乾
燥
に
よ
る
内
部
割
れ
等
に
よ
る
劣

化
が
起
き
な
い
高
品
質
の
製
材
を
製
材
し

て
い
る
。こ
う
し
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
工
場
は
、

全
国
で
20
数
か
所
し
か
な
い
。
昨
年
は
、

ツ
イ
ン
バ
ン
ド
製
材
機
と
プ
レ
カ
ッ
ト
複

合
ラ
イ
ン
を
新
設
。
全
国
で
は
初
め
て
と

な
る
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
の
加
工

に
対
応
で
き
る
全
自
動
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
現
し
た
。



一般流通材とオリジナル金物を使用した木造トラスで最
大スパン40mを実現！
価格が鉄骨と同等かそれ以下が可能になります。

無料で行うトラス解析を始め、部材断面算定、構造計算
に至るまでを完全サポート！
提携工場・準提携会社48社で対応可能です。

幅広い用途に対応！
わずか3年で74棟の実績、公共・民間物件どちらにも対
応しています。

工期の短縮が可能！金物を工場で取り付け、現場での作
業量を軽減します。
職人の方々から施工性の良さに好評をいただいています。

木造でしか
造り出せない
趣きと温もり
がある

大空間木造膜研究室
株式会社ATA 

〒936-0853 富山県滑川市上梅沢461番地1 
TEL.076-471-8825 FAX.076-471-8826

メール：atainfo@ata-truss.jp

提携工場
準提携会社
募集中

ATAハイブリッド構法セミナー開催決定!

2019/6/27(木) 東京国際フォーラム会場
提携工場向け 1部/10:30受付 一般向け 2部/13:30 受付 ガラス棟4F G404

日時
東京都千代田区丸の内3-5-1

■申込方法

当社HP(http://ata-truss.jp) または、お電話(076-471-8825) にてお問合せ下さい。

受付後に受付表と受講料振込先を連絡いたします。

■受講対象者

1 部 : 提携プレカット工場、準提携会社

2 部 : プレカット工場、準提携会社、設計事務所、工務店、一般のお客様

■定員・締め切り日

1 部 : 先着30 名様 2 部 : 先着30 名様 *定員になり次第締め切らさせて頂きます。

■受講料

お一人様 2,000 円

概算見積りを迅速に行える大空間システム建築の発表！
オリジナル一般金物「ATA-join」、木と鉄それぞれの良さを
活かした「ハイブリッドフレーム」など新商品発表！

<セミナーについて>


